
(1) C 上の点 Pの x座標を tとすると，

AP2 = t2 +
(
t2 − a

)2
=

(
t2 − 2a− 1

2

)2

+ a− 1
4

となる。

(a) 0 < a ≦ 1
2
のとき

　APは t2の増加関数となり，t2 = 0つまり t = 0

のとき，最小値 OA(= a)をとる。

(b) a > 1
2
のとき

　 APは t2 = 2a− 1
2

つまり，

点 Pの x座標が t = ±
√

2a− 1
2

のとき，

最小値
√
a− 1

4
をとる。

　そして，
√
a− 1

4
< aである。

以上より，求める aの最大値 a0 は
1
2
である。

(2) 円Onの中心をMn，Cとの接点をTn ( tn , tn
2 ) とする

と，(ハ)より r1 = 2a0 = 1となるから，(1)の結果を考

慮して，tn \= 0である。

Mn
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O



直線MnTnは Tnにおける C の接線に垂直であるから，

その方程式は

2tn(y − tn
2) = −(x− tn)

y = − 1
2tn

x+ tn
2 + 1

2

と表せられる。

これと y軸の交点がMnであるから，Mn

(
0 , tn

2 + 1
2

)
となる。

また，

rn
2 = tn

2 + 1
4

· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 1⃝

である。

さらに，(イ)，(ロ)より

rn+1 + rn = tn+1
2 + 1

2
−
(
tn

2 + 1
2

)
= tn+1

2 − tn
2

ここで， 1⃝より

rn+1 − rn = rn+1
2 − rn

2

= (rn+1 + rn)(rn+1 − rn)

rn+1 − rn > 0であるから，

rn+1 − rn = 1

rn = r1 + (n− 1) · 1

そして，r1 = 1であるから，

rn = n

である。

(3) (2)から，r1 = 1，M1

(
0 , 3

2

)
，T1

(
±

√
3
2

, 3
4

)
と

なる。

よって，∠T1M1O = π
3
となる。

以上より，

S =

∫ −
√
3
2

√
3
2

(
3
4

− x2
)
dx−

(
1
2

· 12 · 2
3
π − 1

2
·
√
3 · 1

2

)
=

√
3
2

−
(

π
3

−
√
3
4

)
= 3

√
3

4
− π

3

となる。


